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～強まる県外志向、高まる民間人気！～ 

 

株式会社いよぎん地域経済研究センター（略称ＩＲＣ、社長 重松 栄治）では、このた

び、県内大学生へのアンケート結果を取りまとめましたので、下記のとおりお知らせしま

す。なお、詳細は 2019 年８月１日発行の「IRC Monthly」2019 年８月号に掲載いたします。 

 

記 

 

【調査要旨】 

・ アンケートによる月間収入総額の平均は 9.9 万円と、前年から横ばいとなった。自宅生

が 7.0 万円と前年より減少したものの、自宅外生は 11.9 万円で前年を上回った。また、

月間貯蓄額の平均は過去最高の 2.3 万円となった。 

・ 就活準備を始める時期については、「３回生前期」と回答した学生が最も多く、４割強

を占めた。「３回生後期」と回答した学生も３割強となり、多くの学生は３回生のうち

に準備に取り掛かっている。 

・ インターンシップに「参加したことがある」「今後参加したい」と回答した学生の割合

は約９割となった。ほとんどの学生が就活を行う上では必須だと考えている。 

・ 希望就職先は、文系・理系ともに「公務員」が最も人気だった。しかし、2016 年の

調査と比較すると希望する学生の割合は低下しており、学生優位の売り手市場を背

景に、民間企業を希望する学生が増加しているものと推測される。 

・ 就職後の働き方については、「機会があれば転職したい」「キャリアアップのため、

積極的に転職したい」という学生が過半数を占め、「最初の就職先で定年まで働きた

い」という学生を上回った。条件やタイミング次第で転職を選択肢に含める学生は

少なくない。 

・ 県内大学生が県内で就職を希望する割合は 45.3％と半数を下回った。県内出身者は

約７割が県内での就職を希望しているものの、県外出身者では１割にも満たなかっ

た。 

以 上 
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